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五
十
一
、 

豪
華
版
写
真
集
『
日
本
』
〜
宣
教
師
と
改

宗
者
〜
高
嶺
母
子
と
小
石
川
植
物
園
へ

一
八
九
七
年
一
〇
月
二
日
（
土
）

豪
華
な
黄
金
の
多
忙
な
一
日
。
午
前
中
衣
類
の
日
干
し
、
古

い
ト
ラ
ン
ク
の
整
理
、
ア
ー
ネ
ス
ト
の
ズ
ボ
ン
の
脚
に
ピ
ン
と

裁
縫
で
折
り
目
を
付
け
、
小
さ
な
私
室
を
完
璧
に
整
頓
し
て
過

ご
し
た
。
私
の
客
間
に
カ
ケ
モ
ノ
（
掛
物
）
が
掛
か
り
マ
ン
ト

ル
に
は
飾
り
布
が
垂
れ
、
今
や
宝
石
の
よ
う
だ
。
絨
毯
と
カ
ー

テ
ン
を
整
え
た
ら
、
や
が
て
得
も
い
わ
れ
ぬ
趣
に
な
る
筈
。

昼
食
直
前
支
払
い
を
済
ま
せ
た
│
│
憂
鬱
な
義
務
。
内
訳
は

次
の
通
り
。
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こ
れ
は
ス
ズ
キ
と
料
理
人
に
十
日
と
二
十
日
に
支
払
っ
た
勘

定
以
外
の
額
だ
。
全
部
足
す
と
四
十
〜
六
十
円
に
達
す
る
。
す

べ
て
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
月
三
百
円
以
下
と
い
う
こ
の
さ
さ

や
か
な
レ
ー
ト
で
さ
え
、
満
足
で
き
る
生
活
が
保
て
る
わ
け
で

は
な
い
。
金
に
換
算
す
れ
ば
小
額
に
見
え
る
。

ミ
レ
ッ
ト
氏
の
来
訪
が
直
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私

た
ち
は
か
な
り
早
目
に
昼
食
を
済
ま
せ
た
。
し
か
し
彼
は
遅
れ

て
四
時
過
ぎ
ま
で
現
れ
な
か
っ
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ブ
リ
ン
ク

リ
ー
邸
で
彼
ら
の
本
（
１
）に

つ
い
て
相
談
し
て
い
た
の
だ
。
豪
華
版

第
一
巻
が
私
た
ち
の
点
検
用
に
持
参
さ
れ
た
。

正
直
に
言
え
ば
│
│
日
記
や
覚
書
の
特
権
の
常
と
し
て
│
│

ア
ー
ネ
ス
ト
も
私
も
、
高
価
で
一
流
と
称
さ
れ
て
い
た
本
の
安

っ
ぽ
さ
と
非
芸
術
的
印
象
に
驚
い
た
。
全
十
五
巻
で
セ
ッ
ト
は

五
百
ド
ル
の
由
。
彼
は
既
に
沢
山
売
り
上
げ
た
。
こ
の
版
は
全

編
写
真
入
り
で
、
全
く
恐
る
べ
き
彩
色
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
本
文
は
辛
辣
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
文
体
、
本
全
体
が
大
き
な
失
望
だ
。

ミ
レ
ッ
ト
氏
は
快
活
で
陽
気
、
生
姜
風
味
糖
蜜
入
り
ク
ッ
キ

ー
と
チ
ー
ズ
ス
ト
ロ
ー
が
気
に
入
り
、
私
た
ち
は
皆
お
茶
を
飲

ん
だ
。
そ
の
後
ア
ー
ネ
ス
ト
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
合
い
の
邪

魔
を
さ
れ
な
い
よ
う
、
彼
を
二
階
へ
案
内
し
た
。
そ
の
間
ア
ン

と
私
は
お
濠
端
の
散
歩
に
出
、
そ
の
美
し
さ
を
楽
し
み
、
そ
ろ

そ
ろ
来
る
筈
の
「
ア
ー
テ
ィ
」
ボ
ー
イ
﹇
ア
ー
サ
ー
﹈
を
待
っ

た
。ち

ょ
う
ど
幸
運
に
も
、
鷺
が
二
羽
、
老
松
の
長
く
地
へ
く
ね

る
緑
の
ビ
ロ
ー
ド
の
枝
に
意
識
的
に
絵
画
的
な
姿
勢
を
と
っ
て

止
ま
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
東
京
で
は
と
て
も
珍

し
い
光
景
│
│
鶴
の
飛
翔
│
│
も
目
に
し
た
。
そ
の
大
き
く
広

げ
た
翼
は
、
中
国
古
画
に
示
さ
れ
る
上
方
の
凹
面
を
そ
な
え
て

い
た
。
長
い
脚
は
紐
と
飾
り
房
の
よ
う
に
交
叉
し
て
垂
れ
、
頸

は
前
へ
投
げ
出
さ
れ
た
ほ
っ
そ
り
と
黒
い
線
、
そ
の
頭
上
に
一

佩は

け
の
真
紅
が
点
じ
て
あ
っ
た
。
お
濠
の
僅
か
な
水
草
の
間
を
、

灰
色
の
鴨
が
二
羽
泳
い
だ
り
潜
っ
た
り
し
て
い
た
。

多
く
の
セ
イ
ヨ
ー
ジ
ン
（
西
洋
人
）
│
│
ど
れ
も
先
行
者
よ

り
さ
ら
に
醜
い
│
│
が
通
り
過
ぎ
た
。
痩
せ
て
ぴ
っ
た
り
し
た

ス
カ
ー
ト
と
男
靴
の
、
微
笑
す
る
伝
道
女
が
こ
そ
こ
そ
と
締
ま

り
の
な
い
女
性
改
宗
者
を
従
え
て
通
っ
た
。
日
本
人
キ
リ
ス
ト

教
改
宗
者
を
い
か
に
簡
単
に
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
は

奇
妙
な
事
実
だ
。
改
宗
者
は
歩
き
方
か
ら
見
か
け
ま
で
一
変
す

る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
真
に
誠
実
な
、
高
揚
さ
せ
る
要
素
が
そ
の

日
本
に
お
け
る
代
表
者
た
ち
に
い
か
に
欠
け
て
い
る
か
、
見
る

の
は
寒
心
の
至
り
だ
。
そ
の
責
任
が
伝
道
師
に
あ
る
の
か
、
改

宗
者
の
も
の
か
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
何
か
が
欠
け
て
い
る

の
は
確
か
だ
。

西
洋
人
の
間
で
他
よ
り
見
栄
え
の
よ
い
一
団
が
目
に
入
っ
た
。

や
が
て
ナ
ッ
プ
夫
妻
と
キ
ャ
リ
ー
と
分
か
っ
た
。
私
た
ち
に
会

第
十
三
回
　
ミ
レ
ッ
ト
、岡
倉
ら
と
の
交
遊
、再
三
の
地
震
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）　Francis B

rinkley, ed. Japan, described and illustrated by the Japanese, w
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E

m
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oston: J. B
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ブ
リ
ン
ク
リ
ー
編
日
本
文
化
・
風
習
の
紹
介
に

岡
倉
の
美
術
解
説
を
加
え
、
小
川
一
眞
の
コ
ロ
タ
イ
プ
写
真
、
玉
村
康
三
郎
写
真
館
の
手
彩
色
写
真
、
複
製
版
画
や
和
文
様
見
本
等
を
満
載
し
た

豪
華
な
集
大
成
。
二
十
世
紀
初
期
に
か
け
て
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
か
ら
簡
易
廉
価
版
ま
で
各
種
の
グ
レ
ー
ド
の
シ
リ
ー
ズ
が
相
次
ぎ
刊
行
さ
れ
た
。




